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吉野川中・上流域の植生と景観

中村　幸人1・村上　雄秀2

1作新学院大学地域発展学部

2（財）口際生態学センター

Vegetation　a籍d　Lal達dscape　at　Mid－and　Upstream　along　Yoshino　River．　Yukito　Nakamしlra

（Faculty　or　Community　Developme凱，　Sakushi襲　Gakum　University，　Takesl｝itamachi　908，

Utsmx）miya，　Japan　321－32◎5）and　Yuhide　Murakami　（Japanese　Ce組er　for　Interl隈ational

S亡udies　i童ミEco！ogy，　YamashRa－cho　32，　Naka一搬i，　Yokohama，　Japan　23　i－0023）．　Papers　m

Commemoration　of　ProL　Dr．　Shigetoshi　Okudals　Retirerne凱：欧udies　on　the　Vegetatlo董／0f

Alluvial　Plains，　157－172，　2001．

　　The　survey　of　vegeta£ion　arld　laRdscape　or　Yos量｝illo　River，　pref．　Nara　was　carrled（）ut

ヒwice　in　June　a1、d　November　I998．　The　vegetati（）n　classificati（m　f（）llows　BR，一BL．（1964），

a貧diandscape　classH2icatio訣｛bliows　G壱hu　（1974）　and　T臼xe茎、　（1978）．　The　purpose　o｛｝this

ギesearch　is　a　geographical　classifica紅on　or　river　landscape，　which　is　usually　composed　of

three　dimer｝siol、s　sしlch　as　up一，　mid－and　down　stream．　R　is　one　of　the　basis　f（）r　thinking

about　the　ial〕dscape　u頻之that　phytosoci（）logical　vegetation　un｝t　indicates　the重1ユ匙egrated　faαo罫

of　envlronrne飛ts．22　vegetatio鳶units　and　7　1andscape　units　are　recogn｝zed　through　the　field

survey．　T｝隆e　Yosi、i1、o　river｝andscape　of　the　co！、dtlcted　area　divides　RhododeRdreto　mdici－

Sigmetum，　Spiraeto　thunbergii－Sigmetum　and　Alnet（）serrulatoidio－Sigmetum　rrom　up重。　do瓶rD

s芝reams．　Rhododendreto　i！｝dic1一Sigmetun〕a琵d　Spiraeto　thuabergii－Sigmetum　are　ci｝aracterisdc

at由e　upstreams　resu｝tmg　from　t｝｝e　er（）sion　effect，　and　the　midstream　resしlltil｝g　from　the

sedimentatio妻｝efrect　has　d陰aゴacter1stic　AII、eto　serru｝atoidio－Sigmetum．

　　The　river　la産、dscape　is　close　toとhe　adjoil、ing　landscapes　such　as　mountai書｝s　a！≧d　lユiiis．　It

is　important　for　biodivers｝ty之。　be　maintai妻｝ed　or毛。　increase　sぐ）thaUhe　interrace　efrects

betwee茎陛e茎wlro室、ment　and　biocoenosis　wi韮contlnue　m　the　fu芝ure．

Key　words：landscape，　phytosociology，　river　ecosystem，　river　vegetatioR，　Yoshino　River

は じ め に 調査地および調査方法

　河川の始まりは沢の源頭にあり，幾つもの沢が集水さ

れて流量を増しながら流下し，河口に達して海洋に流れ

込む．一般に大筆の河川は長く，川幅も広く巨大になる．

日本のような島縫では全長の短い急流河川が特徴で，川

幅も狭い．しかし，どのような河川も上流，中流，下流

という相対的な尺度で，地理的な区分がなされている．

河月1によっては流水環境や魚類や水生昆虫などの生物桐

などによって，3つの区分を大まかに決めている場合も

ある．本報では河川環境に従属的な植生の分布パターン

によって河川の上流と中流はどのように地理的に捉えら

れるのかを試みるために，現地踏査で判別した植生単位

をもとに河川流域の景観区分を行なった．調査対象は奈

良県の吉野川流域とし，河用の景観区分とともに上流と

中流の境界を決める植生景観の違いはどのような要因に

基づいているのかという点にも触れてみた．

　調査対象となる吉野川流域は，奈良県苦野郡吉野町の

一部と川上村にまたがる上・中流域に穏当する（Fig．

1）．源頭部には大台ヶ原山系の1，500～1，700m級の山

岳が連なり，水系を取り囲むように急峻な地勢を呈して

いる．地質は西南日本外帯の三波川変成帯と秩父変成帯

という古生界の変成岩が多く出現し，泥質片岩，砂質片

岩をはじめとして，チャート，砂岩，粘板岩などの堆積

岩系統が渓岩部に露出している．また，人知や不動窟付

近では石灰岩の露頭もみられる．

　吉野川流域に沿って，BR．一BL．（1964）の全推定法に

よる植生調査を実施し，現存する植生単位を明らかにし

た．次に植生単位をもとに総和群集法（G合hu，1974；

T〔1xen，1978）による景観の現地踏査を行ない，景観単

位を抽出した．
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結果および考察

植生と景観

　調査対象地域における常緑広菓樹林帯（ヤブッハキク

ラス域）と夏緑広葉樹林帯（フナクラス域）の境界は，

海抜約LOOOmにある　ヤフツハキクラス域の渓谷斜而

には照菓樹林が点在し，大滝の集落より下流ではやフコ

ウシースタジイ群集，上流ではツクバネガシーシラカシ

群集が気候的極相林として成立する　土地的極相林は乾

燥した尾根筋にモチッッシーアカマッ群集，渓谷に臨ん

だ急峻な立地にクロソヨゴーコウヤマキ群落やイワナン

テンーヤマグルマ群集が成立する　とくに源頭となる大

台ヶ原直下の急峻な岩角地にはトガサワラ，ッガ，ヒメ

コマツなどの針葉樹の混生した自然林が残されている

また，谷筋には崩積土上のイロハモミジーケヤキ群集，

崩壊性立地にはガクウッギーフサザクラ君備：などが配分

する　しかしながら現存植生の多くはスギ，ヒノキの植

林，ヤブムラサキーアカシデ群落にまとめられる植林や

二次林で，吉野川の流域斜面に広くみられる

　ブナクラス域にはコカンスケーツが羅集，ツクシシャ

クナケーヒノキ群集　シラキーフナ群集，ウラシロモミ
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一ブナ群集などが発達するが，調査対象域には成立せず，

羅で確認できたのはコカンスゲーツが群集だけである．

　渓谷部で流水の影響を受ける渓畔には，固有な自然植

生が多くみられる．とくに渓岸上にはサツキ，ユキヤナ

ギなどの木本植物群落ナルコスゲ，ホソバコンギク，

サワヒメスゲ，アワモリショウマ，センダイソウ，シラ

ンなどからなる草本植物群落が発達する．また，砂礫の

堆積した立地にはツルヨシ群集ネコヤナギ群集カワ

ラハンノキ群集が配分している．

　吉野川流域の大まかな地形区分は河川を中心に河川

敷沖積低地丘陵に分けられ，それぞれの地形区分に

圃有な植生配分と土地利用がみられる．

　河川敷では土地利用はなされておらず，植生はツルヨ

シ草原とネコヤナギ低木林（ッルヨシ群集とネコヤナギ

群集）が目立っ．沖積低地では土地利用は水田耕作で，

イネと畔の草原（ウリカワーコナギ群集，ミゾカクシー

オオジシバリ群集，ユウガギクーヨモギ群集）によって

特徴づけられる．丘陵斜面の土地利用は植林と薪炭林を

活用する林業で，自然林の一部が土地利用に不適な急崖

に残されている．丘陵に配分する植生はスギ・ヒノキ針

葉樹植林と夏緑広葉樹林（イロハモミジーケヤキ群集，

ヤブムラサキーアカシデ群落），常緑広葉樹林（ックバネ

ガシーシラカシ群集），常緑針葉樹林（モチッッジーアカ

マツ群集，クロソヨゴーコウヤマキ群落）となる．この

ような農業や林業という自然環境に依存した土地利用と

地形や植生相観は良く対応し，景観的にまとまりやすい．

吉野川流域の植生単位

　ヤブツバキクラス域に含まれる調査紺四域で，吉野川

流域の植生調査から22の植生単位を区分した．内訳は森

林植生が5単位，低木林植生が5単位，草本植生が12単

位である．

高木植生

　ツクバネガシーシラカシ群集（Tabb　1）

Quercetum　sessilifolio－myrsinaefoliae　Fuji、vara　l　981

相観：ツクバネガシの優灯する常緑広葉樹林．ウラジロ

ガシ，アラカシが優占することもある．亜高木層にはサ

カキ，ツクバネガシ，ピサカキが多い．草本層にはコカ

ンスゲが優押し，キッコウハグマ，ヤブコウジ，ツルア

リドオシなどが散生する．

種組成：出現個数は31種．ックバネガシを標徴種として，

サカキ，ヒイラギ，キジノオシダ，オオキジノオで区分

される．

成立環境：吉野川上流域のヤブッバキクラス域に成立す

る気候的極相林で，南向き斜面を中心に安定した尾根状

地にみられる．社寺林として残されている植下もある．
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分布：吉野川上流域に点在して堅甲する．

　イロハモミジーケヤキ群集（Table　2）

AcerレZeI1〈ovetum　serratae　Miyawaki　et　Fujlwara　l　970

相観：高木層にケヤキが優占し，オニイタヤ，オオモミ

ジ，ホオノキなどを混生する．亜高木層にはイロハモミ

ジ，オオモミジなどのカエデ類が特徴的である夏緑広葉

樹林．亜高木層以下にウラジロガシ，ヤブツバキ，アオ

キなどの常緑広葉樹を多く混生する．

種組成：出現種数は76種で，ケヤキ，オニイタヤ，イロ

ハモミジ，ウリノキで区分される．

成立環境：渓谷部の崩積土上に成立する土地的極相群落，

吉野川流域には崩壊しやすい変成岩や砂岩や泥岩の堆積

岩が露出し，とくに傾斜角が40度を超えるような谷筋の

急斜面では崩積土の分布が多い．

分布：着野川流域に非帯状に分布する．比較的普通にみ

られるが，植分が崩壊し，フサザクラ林やヤマハンノキ

林に退行遷移した立地も多い．

　クロソヨゴーコウヤマキ群落（Tabie　3）

∫ZθκSμ9εro／厩var．　ZO噸Pθ伽1Z副αむα一8CごαゴOPめ，S

oθr亡∠ご乞〃αむαcommUIlity

相観：コウヤマキ，ヒノキ，ツガ，ヒメコマツなどの針

葉樹類の目立つ森林植生．低木層にはコアブラッッジ，

アケボノツツジ，トサノミツバッッジ，サイゴクミッバ

ツツジなど，酸性土壌を指標するツツジ科植物が多く出

現する．貧弱な草本層にはクロソヨゴが1ヨ立ち，ホソバ

コケシノブが豊富なコケ層に混じって生育している．

種組成：出現種数は25種と少ない．コウヤマキ，ヒノキ，

ッガ，トガサワラ，クロソヨゴ，コアブラツツジ，トサ

ノミツバツツジで区分される．

成立環境：尾根筋の乾燥した浅土地に成立する土地的な

極相林で，大台ヶ原周辺の降水量の卓越する山岳に集中

してみられる，雨水による土壌の栄養塩類の溶脱が進み，

粗略殖層の発達したポドソル土壌を形成した立地に指標

的である．岩角地ではトガサワラとツガが國立つ．

分布：降水量の増加する吉野川上流域の急峻な尾根筋に

みられる．

　イワナンテンーヤマグルマ群集（↑abie　4）

LeucothoぴTrochodendretum　aralioid1s　Miyawaki，

0hba　et　Murase　l969

相観：常緑のヤマダルマの優引する低木林から亜高木林．

林床にコカンスゲ，シノブカグマ，シシガシラなどの常

緑草本植物が生育する．

種組成：出現種数は23種．イワナンテンを標徴種，ホン

シャクナゲ，ヒノキ，ソヨゴを区分種とする．
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成立環境：渓谷に臨んだ岩角地で，比較的日当たりの悪

い空中湿度の高い立地に成立する．

分布：クロソヨゴーコウヤマキ群落やツクバネガシーシ

ラカシ群集に接して，吉野川上流域に比較的まれにみら

れる．

　モチツツジーアカマツ群集（Table　5）

Rhododendro　1γ｝acrosepali－Pinetum　densiflorae　Suz．一

「1、ok．　1966

相観：’アカマツの優目する針’葉樹林．

種組成：亜高木層以下には，ネジキ，モチツツジ，トサ

ノミツバツツジ，オオバヤマツツジ，アセビなど，ツツ

ジ科植物が多数生育する．出現種数は29種．

成立環境：乾燥した岩角地に土地的な極相群落を成立さ

せるほか，ツクバネガシーシラカシ群集の二次林として

広がりをみせることもある．最近はマツ枯れによりコナ

ラやアカシデ林に遷移する植分も多い。

分布：吉野川の渓谷に臨んだ急崖に点在してみられる，

低木植生

　ネコヤナギ群集（Table　6）

Sallce芝um　gracilis｛｝渚lae　Minamilくawa　l　963

相観：ネコヤナギの優占する夏緑低木林．流水に沿って

列状の野分を形成し，カワラハンノキ群集の前縁部に出

現することが多い，

種組成：ネコヤナギを標徴種とし，ほかにヨモギ，スギ

ナ，オニタビラコ，ホソバコンギク，ツルヨシなどの草

本植物が生育する．出現種数は7～8種．

成立環境：砂礫土壌からなる流水辺で，増水により冠水

する．流水は貧栄養で流れは速い．

分布：吉野川の主に，大滝より下流域にみられる．

　カワラ八ンノキ群集（Table　6）

Alnetum　serrulatoidis　Olくuda　i｝ユMiyawaki　l　984

相観：カワラハンノキの優申する夏緑低木林．植生高は

ネコヤナギ群集より高く，4mに達する．ほかにノイバ

ラ，ヨモギ，オニタビラコなどが伴生する．下流域では

カワヤナギ，イヌコリヤナギ，ジャヤナギなどの低木ヤ

ナギ類が混生してくる．

種組成：カワラハンノキを標徴種とし，ノイバラ，サツ

キ，ショウジョウスゲで区分される．

成立環境：砂礫土壌からなる高水敷に出現し，増水時に

貧栄養で流れの速い流水により冠水する．

分布：吉野川の主に，大滝より下流域にみられる．

　サツキ群集（Tabie　7）

Rhododendretu17n　indici　Mlnamikawa　l　963

相観：サツキの優占する小低木林，植生高は20～120cm

で，渓岩の［雪状地に張りつくように植分を形成する．

種組成：サツキを標徴種とする．ほかにマルバウツギ，

ヒメウツギ，キハギなどの木本植物やホソバコンギク，

アワモリショウマ，ショウジョウスゲ，キヨスミギボウ

シ，ススキなどの草本植物が混生する．出現呼数は4～

20種，

成立環境：流水辺の渓岩上に成立し，増水により冠水す

る．上方を樹木や岩角地によって被陰された半陰地に発

達した三分がみられる．

分布：大滝より上流域の渓岩の露出した峡谷に比較的普

通にみられる．

　ユキヤナギ群集（↑abie　7）

Spiraetum　thunbergii　Y．　Sasaki　d　Ohta　l　986

相観：ユキヤナギの散生する夏緑低木林ほかにノイバ

ラ，キハギ，ホソバコンギク，メリケンカルカヤなどが

伴生する．

種組成：ユキヤナギを標徴種，ニガナ，ヒメヤブラン，

ノイバラを区分種としてまとめられる．出現種数は6～

17種．

成立環境：渓岩上の岩隙に沿って成立する．増水時に冠

水するが，その頻度はサツキ群集より低い．またサツキ

群集より川幅の広い開かれたB当たりの良い立地に成立

する．

分布：埼玉県の長瀞渓谷から記載された古生層渓岸上の

植生で（佐々木・太田，1986），吉野川では大迫ダム下

から大滝にかけてみられる．

　ガクウツギーズイナ群集（Table　8）

Hydrangeo－lteetuln　japonicae　Mural〈ami　in　Miyawal〈i

I984

相観：ズイナ，ガクウツギ，コアカソ，キブシ，ウラジ

ロウツギなどの混生した夏緑低木林で植生高は1．7～4

1nになる．草本層にはケチヂミザサ，イヌシダ，アワコ

ガネギク，イタドリ，クマワラビ，コカンスゲなどが生

育する．

種組成：ズイナを標徴種，コアカソ，ガクウツギ，マル

バウツギ，ウラジロウツギ，ヤブウツギを区分種とする．

琶二1現噸数ζま23～26種．

成立環境：渓谷のケヤキ林やツクバネガシ林の林縁に成

立する．立地は急斜面のやや崩壊性を伴った岩角地にみ

られる．

分布：大滝より上流の山間域に点在して分布する．

草本植生

　ツルヨシ群集（Tabie　9）



Phragmitetum　laponicae　Minamikawa　1963

相観：ツルヨシの優占する多年生草本植物群落

種組成：標別種のツルヨシのほかにヨモギ，ヤブジラミ，

コハコベ，スギナなど，7～13種が出現する．

成立環境：流水辺の砂礫質土壌に成立する．冠水時の流

れは速く，運搬土による埋土でもよく発根して植生の再

生は早い．

分布：大迫ダム下の左岸の砂礫堆積地と大滝より下流の

河岸に普通にみられる，

　オギ群集（丁able　9）

Miscanthetum　saccharil／ori　Miyawaki　et　Ol〈uda　1972

相観：高茎なオギの優占する大型多年生草本植物群落．

群落高は2．5mに達することもある．秋季にススキに比較

してボリュームのある穂を出し，河原は白銀色の季観を

呈する．

種組成：オギを標徴種，ヨシを区分種として，ほかにも

セイタカアワダチソウ，ツボスミレ，ギシギシ，スイバ，

カキドオシなど，20種以上の多年生草本植物が出現す

る．

成立環境：比較的広い開けた中流域から下流域の河川敷

に成立し，年に数回ほど冠水する．

分布：吉野川では上市より下流域に分布する．

　ホソバコンギクーアワモリショウマ群落（Tabie　10）

・4Sむθrα9θ磁0醜s　var．α1zg醜ごノio伽S－As古δZbのαPO厩Cα

COInl遣Unity

相観：ホソバコンギク，アワモリショウマ，ショウジョ

ウスゲ，サワヒメスゲなどの優占する比較的町営な多年

生草本植物群落．

種組成：ホソバコンギク，アワモリショウマ，ニガナ，

ヤシャゼンマイを区分種とする．出現種数は10～15種．

夏季にアワモリショウマの白色の総状花序が群落の季観

を形成する．ホソバコンギクーアワモリショウマ群落は

さらにナルコスゲ，アケボノソウ，ミミナグサ，オニタ

ビラコによるナルコスゲ下位単位，サワヒメスゲ，サツ

キ，ササガヤ，イワニガナによるサワヒメスゲ下位単位，

ショウジョウスゲ，ネコヤナギ，カワラハンノキによる

ショウジョウスゲ下位単位に下位区分される．

成立環境：渓岩上に成立する．増水時に冠水するが，植

物個体の多くは岩隙部に根を張るため，流水による損傷

は地上部に限られる．冠水頻度の高い上流部にナルコス

ゲ下位単位，浸出水により常に多湿な環境下におかれた

渓岩上にサワヒメスゲ下位単位，川幅の広い開かれた礒

当たりの良い立地にショウジョウスゲ下位単位が成立する．

分布：吉野川の宮滝から上流域に普通に分布する．
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　ヒメレンゲーナルコスゲ群集（Table　11）

Sedo　subtili＄一CaricetしHn　curvicollis　Nakamura　1n

Miyawaki玉982

相観：ナルコスゲの優占する短茎な多年生草本植物群落．

種組成：ナルコスゲ，ヒメレンゲを標凹型，コチャルメ

ルソウを区分種とする．コケ植物を常に伴っている．

成立環境：渓流岩上に成立し，ちょっとした増水で冠水

する．また，流水の飛沫により常に多湿な環境にある．

分布：大迫ダムより上流域では普通にみられるが，ダム

の影響で土砂の堆積した立地では消失している．

　セキショウ群集（Table刊）

Acoretum　graminel　Ohba，　Adachi　et　Mao1〈a　l　979

相観：セキショウの優占する常緑草本植物群落．群落高

は50cmに達する．

種組成：セキショウを標怪僧とする．セキショウが密に

生育するために早生種は少ない．

成立環境：湧水のある渓岩の岩隙に成立する．

分布：調査対象域に点在してみられるが，比較的まれで

ある．

　センダイソウ群集（Table董2）

Saxifragetum　sendalca　Nakamura　in　Miyawa1くi　l　984

相観：ユキノシタ科のソハヤキ要素とよばれるセンダイ

ソウの優拝する下垂型多年生草本植物群落

種組成：センダイソウを野臥種，ジンジソウを区分種と

する．ほかにイワタバコ，ハコネシダ，キヨスミヒメワ

ラビなど10種が出現する．

成立環境：岩壁の半陰地で漫出水があるような湿った立

地に成立する．

分布：ソハヤキ要素を持つ植物群落で，九州，四国，紀

伊に分布する．吉野川流域では比較的まれで，中奥川の

上流で配分が確認された．

　ツルデンダーイワタバコ群落（丁abld　2）

Poごツs古∠c1昭尻crαspθdoso測配一Co1エα1τゴro1πα配。磁。読s

community

相観：小形シダ植物を主とした植物社会．

種組成：常緑性のツルデンダを区分種とする．調査され

た植分では，ほかにハコネシダ，ヒメウツギなど6種が

生育する．

成立環境＝やや半陰地となる乾燥した岩壁に成立する．

分布：中奥川の上流で野分が確認されたが，吉野川の渓

谷部に点在する．

　サジラン群落（Table　12）

LoκogrαηZηZ〔～Sα2かαηCOInlnunity
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相観：下垂して生育するサジランの優占する小形シダ植

物社会．

種組成：サジラン，チャセンシダ，コバノヒノキシダ，

イワトラノオ，ヒロハヤブソテッで区分される．

成立環境：沢に面した臣岩の岩壁に成立していた．立地

は風化の進んでいない堆積岩．

分布：吉野川上流の支流となる沢筋で分布を確認してい

る．

　ミツデウラボシーイワタバコ群集（Table　l　2）

Crypsino　　　　hastati－Col／andre童u皇n　　　　ramondioidis

Miyawaki　et　al．1971

相観：下垂して生育する小形シダ植物社会．

種組成：ミツデウラボシ，イヌシダ，コウヤコケシノブ

で区分される．

成立環境：比較的日当たりのよい乾燥した岩壁に成立す

る．立地は風化の進んだ堆積岩，

分布：吉野聞区域の道路法面などにも比較的普通にみら

れる．

　イワヒバーマルバマンネングサ群落（Tabld　3）

8θ1αgllze〃α乙αアηα崩clπα一8e伽ηロηαん17zol　Commしlnity

相観：イワヒバの優占する岩棚植生．

種組成：イワヒバ，マルバマンネングサ，シノブで区分

される，

成立環境：日当たりが良く乾燥した岩棚に成立する．構

成種は岩上に薄く堆積した土壌に根を下ろすように生育

する．

分布：吉野川⊥流域のとくに日当たりのよい常から南西

斜面に分布する．

　クズ群落（Table…4）

∫）ωθrαrどα♂0～）αむαCOユUn｝UI｝ity

相観：クズの優占するつる植物群落

種組成：クズ，カナムグラ，ヤブガラシで区分される．

ほかにも人里植物とよばれるヨモギ，スギナ，カモジグ

サ，イタドリ，コハコベ，カキドオシなどが混生する．

成立環境：河川敷の富栄養な土砂の堆積した立地に成立

するヤナギ林の代償植生．

分布：吉野川の川幅が広がり河川敷が砂泥質となる上市

より下流に分布する．

　オオイヌタデ群落（Tabie　15）

PoZツgo1枷アη1τ04σsμηエcommun亘y

相観：帰化植物のオオイヌタデの優出する一年生草本植

物群落

種組成：オオイヌタデ，ヒエガエリ，ヒロバホウキギク，

アメリカセンダングサ，ミゾソバ，タネツケバナなど，

一年生草本植物で区分される．

成立環境1富栄養化した流水や土壌を指標する植生で，

生活排水の影響を受けている．

分布：吉野川中流以下に分布する．

吉野川流域の景観単位（Tabld　6）

　カワラ八ンノキ総和群集

Alneto　serrulatoidio－Sigmetum

優占および指標的な植物群落：カワラハンノキ群集，ネ

コヤナギ群集，ツルヨシ群集で区分される中流域河畔景

観がまとめられる．

指標的な人工景観要素：なし．

環境：吉野川中流域の河畔景観で，主に上流から運搬さ

れてきた砂礫が堆積を始める川幅の広がった河川敷を指

標する．流水は貧栄養から中栄養状態を示す．生活配水

が流入すると富栄養化を指標するオギ総和亜群集のよう

な下流域景観の属性を持つようになる．植生の弾帯構造

は流水辺からツルヨシ群集ネコヤナギ群集，カワラハ

ンノキ群集と配分する．

土地利用：なし．

分布：吉野川の主に，大滝より下流の河畔景観

　ユキヤナギ総和群集

Spiraeto　thunbergli－Sigmetum

優占および指標的な植物群落：ユキヤナギ群集で区分さ

れる上中流域河畔景観がまとめられる．

指標的な人工景観要素：なし．

環境：カワラハンノキ総和群集でまとめられる吉野川中

流域河畔景観より上流に位置し，渓谷の末端に位置し，

広がり始めた河耀敷景観を指標する．傾斜の緩い渓岩と

砂礫からなる河川敷で，著しい増水により急流に洗われ

る．砂礫の部分は移動が激しく無植生となる．ただし大

迫ダムの影響で，右岸には安定して砂礫土砂の堆積が進

んでおり，カワラハンノキ総租群集の指標群落であるツ

ルヨシ群集が進幽してきている．ダムによる流水管理に

よって，下流の河畔景観は大きく変わろうとしている．

これまでの増水による浸食作用が停滞し，砂礫の堆積作

用が進むことによって，渓岩部の埋没が生じ，ユキヤナ

ギ総和群集からカワラハンノ総麹群集へ移行が始まって

いる．

土地利用：ダム．

分布；大滝のやや下流域より上流に向かって，大迫ダム

下までの河畔景観

　サツキ総和群集

Rhododendreto　indici－Sigmetuln
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優占および指標的な植物群落：サツキ群集，ヒメレンゲ

ーナルコスゲ群集，ホソバコンギクーアワモリショウマ

群落で区分される上流域河畔景観がまとめられる．

指標的な人工景観要素：砂防ダム．

環境：深い渓谷部の渓岩からなる急流河川および沢に相

当する景観を指標する．鳥山酸素の多い低温貧栄養水が

流れ，増水により暴れ川となる．河川敷は中から巨礫で

構成され，流水による移動が激しい．下流の大迫ダムの

影響で，上流に向かって砂礫の堆積作用が急激に進んで

いる．ダム近くではすでに数mの土砂が堆積し，サツキ

総和群集が崩壊している．

土地利用：なし．

分布：大迫ダムより上流の河畔景観．

　ヤブコウジースダジイ総和群集

Ardisio－CastaDopsieto　sleboldii－Sigmetum

優占および指標的な植物群落：ヤブコウジースダジイ群

集（常緑広葉樹林），アキノノゲシーカナムグラ群集（畑

放棄地雑草群落），カラスビシャクーニシキソウ群集（畑

地の雑草群落）で区分される丘陵地景観

　　　　　ゆ婿》

　　　　　　驚

参

拳

屯；二

麟
　　感（郵；

　　　　　1
　　マ　幸　　1

満ii

1ゴ漏

指標的な人工景観要素：植栽起源のマダケ植分，クリ園，

古い集落

環境：小規模の河岸段丘が発達した吉野測中流域の丘陵

地．段丘上には集落と畑地があり，丘陵はスギ・ヒノキ

植林などの林業が嘗まれる，段丘上には吉野路の古くか

らの田園景観が残されている．

土地利用：集落畑地，林業

分布：大滝の集落より下流の丘陵地景観．

a bcdedcf9 a

　ツクバネガシーシラカシ総和群集

Querceto　sessilifoli（）一myrsil／aefoliae－Sigmetum

優占および指標的な植物群落：ックバネガシーシラカシ

群集，イロハモミジーケヤキ群集，モチッツジ～アカマ

ツ群集，ヤブムラサキーアカシデ群落など，森林景観を

構成する植生でまとめられる．

指標的な人工景観要素：スギ・ヒノキ植林．

環境：ツクバネガシーシラカシ群集を潜在自然植生とす

る吉野川上中流域の丘陵地景観ヤブコウジースダジイ

総和群集に比較して，地形が険しく，気温格差も大きい

山間部に位置する．

土地利用：スギ・ヒノキ植林．

分布：大滝の集落より上流の緩やかな丘陵地景観で，海

抜800m以下に成立する，

台　　㌻＼
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　　轟　論

a ・　1・ d c　　　　f　　　　9

Fig．　2．　Distributiol｝　pattern　and　sigmeten　at　the

　　　upstream　of　Yoshin（）River．

　　　a：∫ZeκSμg㈹々こご一S血dO画yεびer亡‘σ～Z記Zα‘α

　　　colnrn．；　b：　Leuchotoo－Trocl隈odeRdretumara－

　　　lioidis；c：Rhododendretum　indlci；d：Sedo

　　　subtilis℃aricetum　cしirvicollls；e：open　water；

　　　f渦s亡θrα9θrα‘o漉svar．απ9昆s醐。伽8－A8認わe

　　ノαpαzεcα　co狽m・；　9：　Hydrangeo－lteetum

　　japonicae
　　　a－b－9：　Leuchotoo－Trocho（iendreto　aralio重dis－

　　　Sigme芝um；

　　　c－d－e－f：Rhododendreto　indici－Sigmetum．

Fig．　3．　Distrlbution　pa紋em　arld　sigmete圭／　at　the

　　　midde　parωf　upstream　o｛’Yoshino　River，

　　　a：Quercetum　sessilifo圭io－myrsmae罫oliae；

　　　b：Aceri－Zelkove劇um　serratae；

　　　C：　A1τ（fro∫）ogor乙こノ‘1g‘πごCμs　stand；

　　　d：open　water；e：Spiraetu三n　thunberg重i；

　　　f：Rhododendro狙arosepall－Rl隈dodendretum

　　　densi霞orae；

　　　9：0αZZICαrpαηzolZIS－Cα11ρ読磁s　lακ認orαCO盤m．

　　　a－b－f－g：　Querceto　sessilifolio－myrsil／aefoliae－

　　　Sigrnetum；　　c－d－e：　　Sp呈raeto　　thunbergii－

　　　Sigmeturn．
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　イワナンテンーヤマグルマ総和群集

LeUCOthOO－TrOCh（）dendretO　araliOid1S－SigmetUm

優占および指標的な植物群落：ガクウツギーズイナ群集，

イワナンテンーヤマグルマ群集で区分される吉野川上流

域山岳景観

指標的な人工景観要素：スギ，ヒノキ植林．

環境：大台ヶ原や弥11」という1800m級の山岳から繋がる

山稜のうち，ヤブツバキクラス域に属する海抜800m以

下の急峻な渓谷斜面が相当する，年闘降水量は4000mm

を越え，尾根筋の土壌は雨水の溶脱によりポドソル化し

ている．浸食の進む急峻な地勢を呈しており，水源溺養

あるいは砂防的な効果の高い植生が配分する景観域であ

る．

土地利用；少ないが谷筋の植林．

分布：大迫ダムより上流の急峻な渓谷に分布する．

　カキドオシーカラムシ総和群集

αecん0醗α1Z磁rαeθα一Boθ1L1ηθ磁1ゆ01ZOIZ6ひθαCOInm．一

S孟9まnetUin

優占および指標的な植物群落：カキドオシーカラムシ群

落イヌムギーオヤブジラミ群落，ヌルデーヤマグワ三

分，ヘクソカズラースイカズラ二分，アメリカセンダン

グサ植分など，代償度の高い植生で区分される人工的な

景観，

指標的な人工景観要素：人工法面．

環境：河川整備のために改変された吉野川流域の丘陵斜

面．法面化された斜面は直線的に修景され，人工的な土

壌環境となっている．二次的な植生によって構成された

人工的な景観で，吉野川流域にあって不均質な景観と

なっている．

土地利用：なし．

分布：大迫ダムより下流の流域に沿って，河川整備を受

けた立地に分布する．

流域景観の分類と相互関係

　吉野川の浸食，運搬，堆積作用をつかさどる流水環境

によって成立した河畔景観は，上流よりサツキ総和群集，

ユキヤナギ総和群集，カワラハンノキ総和群集の順で配

分している．サツキ総和群集とユキヤナギ総和群集は浸

食を受ける上流域に位置し，可児（1944）の流路形態で

いう山地渓流に属する．その中でサツキ総和群集は川幅

の狭い切り：立った渓谷を，ユキヤナギ総和群集は川幅が

広がり，開けた渓畔を指標している．カワラハンノキ総

和群集は上流より運搬された砂礫が堆積し始める川幅の

広がり始める扇状地形の上部に分布する．流路形態では

扇状地河川の上部に相当し，吉野川ではユキヤナギ総和

群集とカワラハンノキ総麹群集の境界を上流と中流の区

分点に捉えることができる．したがって大滝付近が区分

点に相当する．

　河畔景観はもともと土地利用がしずらく人為的な影響

が少ないが，河川改修などによる跡地では従来の河畔景

観がカキドオシーカラムシ総和群集に置き換えられてい
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Fig．4．　Distribution　pattern　and　s重gmeten　at　the　mids重ream　of　Y（）shino　River．

　　a：Ardisio－Castanopsietum　sieboldii；b：Cr：ypω1ηθrlαノαpoπ磁forest；

　　c：A｝nαum　serrulatoidis；d：Spiraetum　thu曲ergii；e：open　water；

　　f：Phragmitetum　lapoRicae；g：PんyZ♂os亡αcんysわαηzうμso‘dθ8　forest；h：Pinelllo

　　　　匙ernatae－Euphorbietum　pseudocharnaesycis，

　　a－b－g－h：Ardisio－Castanopsieto　sieboldii－Sigmetun1；c－d－e－f：Alneto　serruIatoidis－Sigmetu盤．
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る．まだ大迫ダムの下流直下にはユキヤナギ総和群集

が配分するが，常在性の高いヒメレンゲーナルコスゲ群

集が消失し，本来，カワラハンノキ総和群集の構成群落

であるツルヨシ群集が出現して，ダムによる影響を受け

ていることがわかる．

　吉野川流域は流水環境が支配的な河畔景観と河川を挟

む丘陵地景観によって構成されている．このふたつの景

観域には中流から上流にむけて，相似した配分パターン

がみられる．すなわち，吉野川の運搬土の堆積作用が始

まる中流域では河畔から斜面へと，カワラハンノキ総和

群集とヤブコウジースダジイ総和群集が配分する．渓谷部

で川幅の広がり始める中上流域では河畔から余｝面へと，

ユキヤナギ総和群集とックバネガシーシラカシ総和群集

が配分する．渓谷の深い浸食の進む上流部では河川敷か

ら斜面へと，サツキ総和群集とイワナンテンーヤマグル

マ総和群集が配分する（Flgs．2－4）．

　このような河川の浸食・堆積作用によって構成された

河畔から斜面へという連続した景観のまとまりは地勢薦］

群集；Geosigmeten（Ttlxαユ，1978）として把握され

ているが，水平的な景観の結びつきは単に隣接している

というだけでなく，お互いの空間をインターフェイスす

る生物要素と無機的環境の多様性の維持，あるいは増加

に重要である．例えば河畔エコトープ（生物小空間）の

生物の一部は，景観の異なる丘陵斜面の立地から，日射

量の制限，餌の供給，栄養塩類の供給営倉地となる岩

や礫の供給などを受けることによって多様性を維持して

いる．このように景観単位の水平的な関係の研究はラン

ドスケープ・モザイクとして重要性を増している（武内，

199の．今後の研究のひとつに方向性として土壌基質（岩

質，礫の大きさ），流水環境（水質，流速，冠水頻度），

地形（浸食面，斜面勾配）などのローカルな無機的環境

と生物共同体（植物群落動物群集）について，生態系

が機能するシステムを明らかにしていく詳しい清報が必

要となる，

Tab豆e　l．　ツクバネガシーシラカシ群集

　　　Qμθノ℃醜1ηsθss朔bZご。－17エyr8磁∈ゾ～）磁θ

Relev6　no

Date　of　relevξi

Aspect

S肇ope（o）

Alti重ude（m）

Quadrat　sセe（㎡）

Height　o負ree　layer－1（m）

Coverage　oftree　laye卜1（％）

Helght　o負ree　layer－2（m）

Coverage　oftree　laye卜2（％）

Height　ofshrub　layer（m）

Coverage　ofshrub　layer（％）

Height　ofherb　layer（m）

Coverage　ofheτbヨayer（％）

Tota董number　ofspecies

調査番

調査年月BC98）

方位
傾斜（。）

海抜（m）：

調査颪積（m2）：

副木第1贋の菖さ（m）：

高木第1暦植被率（％）：
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低木疑の高さ（m）二

低木鰯植被率（％）；

草本層の高さ（m）：

草本履植被率㈹：

出現種数
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E
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2τ

80
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ムθ〃ηηロρ11y〃乙ρη’η’αηρ1～y〃μ’η
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　cσ’・εκrθ’η”

Eソ0ゴ’0ρ0’κ研加ηOV【1ηκ

P∫θが∫ノσρ0η’Cα
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〃αρθ4姻α’1030

サカキ

　ヒイラギ

オオキジノオシダ

キジノオシダ

ヤブツバキクラスの種：

ヤブツバキ

　ピサカキ

　ウラジロガシ

アオキ

　ヤブ罰ウジ

ミヤマシキミ

　シキミ

　マメヅタ

　シュスラン

その他の種
コカンスゲ

タカノツメ
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シノブカグマ

コウヤコケシノブ

モミ

ウリ力エデ

スギ

シシガシラ
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H　　　1・1
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S　　　1・1
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H　　　＋
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H　　　＋・2

丁2　　　＋

S　　　＋

T2　　　＋

S　　　＋

H　　　＋

H　　　÷

H　　　＋

H　　　＋

H　　　＋

H　　　＋

H　　　＋

H　　　＋

目　　　＋

H　　　＋
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TabIe　2． イロハモミジーケヤキ群集　、4cθrご一Zθ鷹oo配μ醗sθ厚碗αθ
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ヤマジノホトトギス

コカンスゲ

ミゾシダ

ヨシノアザミ

イワガラミ

イナカギク

カンスゲ

フサザクう

じメシャラ

ナツヅタ

アオハダ
アカメガシワ

マルパウツギ

カマツカ

マタタビ

ヒトツ’く’、ギ

シラキ

コアジサイ

アカシデ

スギ

ヤマアジサイ

マルバア才ダモ

フデリンドウ

オオハナワラビ

ウツギ

シシガシラ

ヤマグルマ

タチツボスミレ

ズイナ

フキ

フジ

ハンショウヅル

ナガバタチツボスミレ

ジュウモンジシダ

サンショウ

⊇ナラ

オオカモメヅル

ハコネシダ

イケマ

トチバニンジン

タニギキヨウ

ニワトコ

ヤマノイモ

モリイバラ

トラノオシダ

ナライシダ

弓ヨウメンシダ

マルパコンロンソウ

S

S

H

H
H

H
H

H

τ2

τ2

T2

T2
T2

S

s
S

s
S

S

S

S

H
S

S

H

H

H

H
H
H

H

H

H

H
H

H

H
H

H
H

月

目

H

H
H

H

Table　3．クロソヨゴーコウヤマキ群洛 Table　4．イワナンテンーヤマグルマ群集
ゐε拐CO腕00－7ノ℃Cん0｛加η011噛e甜ノηα1uZlO10：どS

11e鞘’9θ襯f　v喬L　10P～9膨4f〃置c【’1σ’σ・∫c’‘ゆ幽，5・・βr1’c’〃‘”αcomlれu臓ity

Rd巳V6　no，

Da藍cofrelevξ

AsρeCl

Slope（o）

Ahi監ude（＝u）

Q隠dra電sizo｛ilf｝

Hcight　oftree　1＆yor－1（【n）

Coverag留ofl爬e　I這yer・葦〔％）

Helghtoftrζe　1言yer－2（鳶り

Covorage　Qrlre¢layer・2（％）

HcighI　ofshrub　layer〔m）

CoΨorage　ofshrub】ay¢r〔％）

Height　ofherb給yer（m）

Coverage　ofherb　Iayer〔咳6〕

Toτai　numberofsp¢cies

　査
調査年月日ぐ98）

方伎
傾斜（。）

海抜（m）：

講登面積（㎡）二

嵩木第1層の高さ（m）；

高木第】層植按率（駄

高木第2鰹の高さ（m）；

高寒第2纒植按率（鴇）：

低木農の高さ（m＞：

低木履植被率（鵠〉：

草本腰の蕎さ（m＞；

草本籐植被率（勤

出現種数：

OD－26
　判　　慮

　22

　N
　45
480

160

　15

　3G

　9
　70
　2．5

　30
　0．3

　20

　25

Diffヒrential　spごcies　ofconlmuほity

　翫ゴβ吻め，∫yぐrf’c〃‘3Fα

απ」’ησ8弓アθ廓o伽∫‘♂

乃喀郡’8わ01ゴ’f

群落区分穏
　コウヤマキ

ヒノキ

ツガ

トガサワラ

トサノミツバツツジ

T1　2・2
T2　　＋

τ1　1・1

τ2　2・3

S　　1。1

目　　軒2

T1　2・2

T2　3・3
S　　レ1

ほ　　＋・2

S　　÷

S　　1・1

H　　＋・2

S　　2・2

H　　＋・2

陛　　2・2

Relev6　no．

Date　o£relevご

P∫α‘ぬ醇【‘9のごψo月’ごα

尺加ぬ漉’κか0ηぬ‘四η〃星♂〃1

εP面αη”夏z’∫∫星伽8∫∫f’耐w翫川κ吻‘r∫

　”eκ∫～’ge’η糖w＝10’謬9のρぬηα〃‘」rα

Ch訂ac【er　species　of置11iance

　Pf肱甲‘～几・〃10川

晦cd舶〃η糊σ1’ず加‘’r、91α伽〃η

”己rρeゴf〃星α’105σ

　Fαcdη’f〃ηノ叩ωr’c置’川

　乙erイω〃zoeセ氏藍8∫

Companions
　ρ’θ’‘》qρoπ1‘’σ

五yρゴ吻αη縦伽ow♂π∫

R’ro面面κ”oprρ87置f‘ψ’肝，〃f〃η

乙yo’置’αovα1⑳”αvα夙く’〃の’ガω

R’10面改～η〃o’置ημゆ己写

∫‘此亨σわρ紹‘～隔

漉ωぬご’PψψWiがro5

〃αPηαθ切70ぬ

R’ro面ぬη〃o月たαθ7纏’”

R1～0ζわ幽～〃0’軍〃r【～‘・ro∫卿【r1正’〃～

2ど’erα‘∬θ”‘・加μ

⊇アヅラツツジ

　クロソヨゴ

ヒノキ群団の種：

　ヒメ⊇マツ

AspecI

SIope（o）

Altitude（m）

Quadr撮sizc（㎡）

Height　oftree　laye∫（m）

Coverage　ortree　layer（％）

目cight　ofshrub　iayer（n1）

Coverage　ofshrub　layer（％）

Hoight　ofi≧crb　l＆yer（m）

Cover凄gc　of卜erb［ayer（％）

TQ芝al　number　ofsp巳cles

調査番写
調査年月≡ヨぐ98＞

スノキ

ソヨゴ

　アクシバ

　イワナン子ン

その地の種
　アセビ

Tl　1・1
H　　＋・2

S　　1・1

H　　1・1

S　　÷・2

H　　＋

H　　1・2

H　　＋

　　　　　　　　　　S

　　　　　　　　　T2
タカノツメ　　　　　丁2

アケボノツツジ　　　S

ネジキ　　　　　　丁2

サイゴクミツバツツジS

スズタケ　　　　　　S

ホソバコケシノプ　　　H

アオハダ　　　　　丁2

ヤマツツジ　　　　　S

モ予ツツジ　　　　　S

ウラジロガシ　　　　S

　　　　　　　　　　H
ナツハゼ　　　　　H
シシガシラ　　　　　H

2・2

十

2・2

1・2

1・…

1・1

÷・2

÷・2

十

十

十

十

十

方位
傾斜（。）

溝抜（m）1

調嚢面積（㎡）：

高木屡の高さ（m）：

葛木層植薇率（％）1

低木層の高さ（m）＝

低木縷植被率（穐〉：

草本層の高さ（m＞＝

草本層植被率（％）＝

出現種数

OD－17

　鷲

　16

　E
　80
400

　30

　9
　30
　1．5

　20
　0．5

　20

　23

Character　species　ofassociat…on

　乙θ～’co’170ε々8’譜8f

Charac監er　specles　of　a目iance

　R／zoぬ漉’πかo川ηe’1e’フ7’ごノ1”v【〃・．ノ～o，κわe，L了8

　α～α〃1αe（》アθ廓oわ〃ぜ∫召

　∬嫁ρα加α’105α

Companions

　Rんoぬゴeη〃oη㎞e〃1ψ’ゴ

　Cor【wr8加”

　／∬rασ加’o飽∫η～擢’α～

　オ｛加ノ伽η〃置oπoc’r1θ〃りw

　3’〃”～砂’8廊2～な，o’1∫cα

　Coησηごかo’！rθ’ηo’κ方‘♪’4齪

　9謬’8’℃鳳轄σ1fσ”7α

　Pfα’嬉qρoη∫c醒

　oα”z’σ∫cαわ’u

　5甲’～捌ノ4ρoη’α’〃7

　8置〃アoノ甲oπ’cθ

　！1ごε”ρθ加σ1z〃η

　〃召σノqρoπ1cα

　9i’8rα’∬e∬’1の”‘～

　角励η’298σノ珈α

　CηPlo’ηθr’αノρρo’置’oo

　翫傭σπ〃α’響70ηぬ

　P’cr’∫αで〃cα

群集標徴種
　イワナンテン

ヒノキ群団の種：

　ホンシャクナゲ

　ヒノキ

　ソヨコ

その他の種；

　オオバヤマツツジ

　コカンスゲ

　シノブカグマ

　ハコネシダ

　シシガシラ

　イワタバコ

　ウラジロガシ

　アセビ

　マルバウツギ

　シラキ

　ピサカキ

　イロハモミジ

　ズイナ

　ツクバネガシ

　コアジサイ

　スギ

　マツブサ

　オオバノイノモトソウ

τ　　3・2

S　　1・1

S

S

S

S
H

H

H

H

H
S

S
S

S
S

S
S

H

H
H
H
H

十

十

1・1

1・2

1・2

＋・2

＋・2

＋・2

十

十

十

諄／θCC”置’r〃η0僻｝α’η”

ε”w蜘μe廓ηψoη’cα

十

十

十

十

十

十

十
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Tabl¢5．モチツツジーアカマツ群集
Rん0ゴ0（ゼe雇roηZαcrOSεραZε一Pごηθ亡μηZ（どθπS卯orαε

Tab重e　6．　流z｝くうZ」低木孝洋洛

Rdevδno．

【）aleofr¢！ev6

八sp¢Cl

SIOP¢（o｝

AI【i【udo〔rn）

Qロ雌ra吐siz¢（監rf）

｝．leigllt　O吐‘【∫じ。　 §僑｝rcr－1　（＝1ユ》

Covcrago　o「腱e　l牲yじr・1（％｝

Heigh【0「【r¢¢｝i濫yじr－2（＝nj

Covじmge　o「【にじi魯ycr・2（％｝

Hcigh〔o「shn匙b　lay¢r〔団）

CQV¢「臼ge　ofsllmb　layer〔％ゆ

Heig1110fhorb　laycr（m）

Covcr藷gcofherblayer（％｝

γo絶1numberofsp¢ci¢s

講　書写
講査年月貝ぐ98）

方位
傾鎖（。）

海抜（m＞：

調査面積（πf）：

高木鋤磨の高さ（m）：

高木窮茎層植嬢率（％）；

高木第2屠の高さ（m）：

蕎木第2二神義解（簸
低末層の高さ（m）二

低宗慰構譲率（ち）：

草本濁の高さ（m）二

輩本履棲裁率（覧）：

出現種数：

OD－32
　11

　22

　S
40－70

400

100

　14

　50

　6
　40
　2．5

　50
0、6

　10

　29

Chari監d縣＆dif［ヒr¢眠iai　spじciじs　ofi鳳∬ociation群集標徴覆・区分覆：

　P傭∫4e’星∫ヴ1ρ昭　　　　　　　　　　　　　アカマツ 丁1　　3・3

S　　　＋

諺　　＋・2

S　　2・3

S　　1・…

H　　　ト匪

H　　歪・l

S　　　＋

1－2：∫α”cゼ伽”rgr配f翫び’αεネコヤナギ群集

3－5：濯劇職∫θf削耐of4’∫カワラハンノキ群集

Ru丘ningno．

Reicv6　nD．

Da【¢ofreicv¢

Asp¢c量

Slope（o）

Ai吐i吐ude〔m）

Qu鍼rats：ze｛纏り

Hじighlofsh皿b語y¢r｛［蓄1）

Covじ隠gcofshmb　laycr（gろ）

HeightGfhorb　i3ycr（m）

Covじrqge　ofherb　laycr（らる）

Tol朗uu臓1bじrof5pecics

髄し番号

講責番号
調査年月日（’98）

方位

傾斜（o）

海按（m＞＝

調査面穰（㎡）；

低木懇の高さ（cm＞：

擬木層穂按率（簸
草本層の高さ（cm＞：

革本層樋織率㈱：

出現種数

　1　　　2　　　3　　　4　　　5

0D－220D－390D－20　Y＞一18　0D－40
11

2韮

42

15

100

60

7

Chr、＆6if氏S鞭、　of“ss．

　5α撫grσc’1硬y’‘’

　磁α加4c’r‘かρ’置’厚‘κ’ro∫甲‘’ノr’〃z

　＆2ゆ1義》‘rρo二軸

　1≧貯α竃’‘躍’ざんμ〔ご

　ρ‘昌・“〃’‘r〃π，’・～6・、㌢～r

　茄♂1’ご8’8〃了焼7，ζ’ノ‘’

Co監11pan…ons

　9犀’σαr∬‘’ノ’‘’”星‘’

4Lw瘤。しτ～〃b”‘「、τ」r．ピ’1∫卿α♂

P’しγ’∫．ノ‘㌍θη’α’

ハμ9‘r∫’‘’占ρノ謝

‘）星‘げ‘．・星’．留‘rrrζ，1‘，

∫ρF”｝礁ρ1’rヴb”α

肱螂’”ζり1αゴδ星〃r‘ん置

　モテツツジ

　ウラジロノキ

　ヒトツバ

　シノブ

　オオツクバネウツギ

その他の擾＝

　ウラジ鋼ガシ

ネジキ

アセビ

ツガ

コナラ

T2　　2・l

S　　　＋

T2　　2・2

S　　2・2

T1　　筆・1

T1　　匪・1

H　　　＋

T2　　1・1

T2　　1・1

H　　　1・1

S　　1・1

S　　1・1

S　　1・1

護　　　争

S　　ヨ・1

H　　秦・2

H　　＋・2

H　　や・2

S　　　＋

S　　　＋

H　　　ナ

H　　　＋

H　　　＋

H　　　＋

H　　　＋

H　　　＋

H　　　＋

濯η礁ぶ‘ゲr㍑’‘～’o～論5

　Ro∫αηπ’”昭σrα

　尺み0ぬぬη6か0ηρ14’し・f‘脚

　cσr縦わ1ψ加rゴωη♪σ

Co日1pallions

　躍〃8η星襯σρ翻α世り

　｝b槻8的ノ卯。雇ごα

　掬μ醜如〃ταrv餌∫8

　醇／’01α9ζ｝ノ10ごσα∫

　減∫88r㎎e用’o曜郎昭r．ご7’r9星酊の1燃

　〃ご’oわ燃燃庶併。’rτ捌π八81α加r

　”r’oρeη1’ηぐ，r

群集探徴種・区分種
　ネコヤナギ

カワラハンノキ

1！

23

NW
5

2箋0

5

200

80

30

1G

8

S．4・4　　55

臼　　　6　　　11

21　　IO　　　23

－　　　W　　　NW

　　　　50　　　5

曙2　　　　　　210

25　　　箋0　　40

400　　　400　　　400

80　　　70　　　70
120　　　　100　　　　垂70

30　　　30　　60
1．量＿＿．＿．」．琵．．＿．＿ζ9＿．『

1・1

　ノイバラ

　サツキ

　ショウジョウスゲ

その地の種
　ヨモギ

　オ漏タビラコ

　スギナ
　タチツボスミレ

　ホソバコンギク

　ネザサ
　ヒメヤプラン

S

H

肚

H

H

＋・2

＋・2

‡・1

＋・2

3・2　　　4・4　　　4・4

＋・2

L⊥　⊥』　　⊥ゴ
　　　　十　　　　　十

　　　1・2　　＋

”α1」認星〃，‘’星”αyζ」

Po～〃・’ノτ’飢・α、．・’！1σ、、．‘～L・‘rr、1‘1｛・v’．、．

ノ～’置ρ祓κノ‘”＝ζかθF星で投・【・ω〃’・星，〃犀

。’1‘置〃rα8乙甥【庶Ψゐfご’M

河’冒溜‘り‘τρOF聖’α」

ゑどη1〃rθρ1リゾ11‘〃r’pr’‘γ曜～’弓，”zμη

∫‘♂∫σbご，，で‘r1’．、．

尺’10ぬ‘勧6か。ηえα‘・ノ7r〃～7r～

∬’σε‘贋川‘∫9ノαδ’Y【

晦ぐcf川’f〃πノ‘4，ρ’置’α〃η

G星雄α擢91‘rμα’

c｝．〃！b’徽〃η9ご峨’加9’f

バ‘8’』cヂ‘i’ごregの”疋’”聖

乙甲捨orε’∫ぐ♪’∫oer

Pげ’」η、ヲα〃πたπ、リ

バδ’8∫β〃η【r

土ユ　　土2

鯉
十

や・2

十

アズキナシ
フジ

ソヨゴ

カマツカ

トサノミツバツツジ

ヒノキ

ヤブコウジ

マメヅタ

スズタケ

ヤマツツジ

ツルグミ

アクシバ

アラカシ

ンユノブノ
ウリ力エデ

ヒメノキシノブ

コウヤボウキ

モミ

鯉
＋・2

その他の種0しher　sp¢cies；m瞬ng　no，1；トダシババr襯〃’r2〃σ’r’r’σ1・2，ツルヨシP’川馨〃7’嬬ノ叩op更～（ηi・1、

ヤナギタデ1）o偲。η紛1妙〃卯加er＋・2，　no．2：サワヒメスゲCαr〔w〃”昭÷・2，アワ⊇ガネギク

α犀いαη〃re〃㍑〃ηう。グ8σ’e＋，　BO．3：カワヤナギ∫α伽8’煙研σ3・3，カワヤナギ（草本駒釦版g～屠廟‘け・2，イ

ヌコリヤナギ品撫融箸rα1・1，ジャヤナギ∫【’撫。吻ごα脚レ且，ヨシρ’細g〃r’礁‘1鮒r‘7π膏・2，ヒナタイノ期

ヅチバ頃yrω幼83勲肩8’＋．ミツバCリァω’‘1ε’置’oノ僻。厚’‘π＋，ヤブジラミ箕〃・潴ノ岬（川’cσ＋，コハコベ

翫ε〃αr’研η8祓α＋，スイバπ星’〃烈σce燃σ＋，セリ0‘・’1α’＝f舵ノα贈’α～噌．，臼。．毒；キハギ加Ψ‘・ζ姪σδ～解擢’肩・

2，テイカカズラ7加c1κ面解β♂槻鰍ατ磁’c鯛var．傭8r朋8該犀角＋・2，イヌシダρ‘・’r〃．轍e【〃Fσ’r’κw’‘抄，イヌトウ

キ肋g21∫α1∫1欣謝ω犀α＋，イワヒバ5‘面g加〔F伽ro〃疋群A号。’ノr‘戸，コナスビ4贈〃羅臼り‘41‘川’【”后μ加酬～傭尋．，

スイカズラ乙。η硬川ノ卯。〃’α’＋，uo．5；ナガバタチツボスミレ恥’ρσ剛。・θん1‘，’～8‘戸・2．ナンテンハギ晩’‘～

wr卿解＋・2，シ議ウメイギク渤幽。η8’～槻8加η∫齢v砿∫‘甲。鷹α÷・2，オーオバジャノヒゲの版脚8θη

ρ如廊。即鰐軒2，センニンソウC18〃rσ廓’er〃醒。用1・1，カマツカPo躍海‘r8鯉～〃傭」var．1‘κ虹け，ヤプニッケ

イC伽σ脚〃1星’〃i／qκ川蝕〃η＋，ピサカキEμりuノ叩。庶α・ト，コマユミκ1κ〃りw燃αノ群～’ざv肌曜腔’・副「

ご’1溜。ζ妙～’‘～燃＋，アケビ訟eδ’σgr伽πρ＋，ノブドウ肋ψど1叩幡占’日脚凶’ηα41‘溜＋，ジャノヒゲの滅〃。£研

ノoρo〃’α’∫ちやブカンゾウ〃θπ脚（▽百〃なみ‘ム・σ‘仙猟節＋，ヒメウツギ。ごi”ゴ‘rg’・α‘ゴ1κや，ヤブツバキ

Cθ耀〃’θノ叩。’比。＋，フキρ8燃f燃∫雌。〃’α’∫＋，ウツギDα’盾σ【糟剛σ＋，ツルウメモドキCθ1‘r∫’r榔

or飯α〃σ’照＋，ヒガンバナ乙yco溶服4傭α＋，イワイタチシダDりηρ’r廓ぎ群砂㎎‘戸，オオバノイノモトソウ

P’c廓Cヂ8漉σ＋，ハカタシダバ削ご’翻0礁鮒翻ρ”【ゴor＋．

Table　7．渓岸低木群落

1－11＝勲σ吻歯層rfr欄’π4耐サツキ離嬉

薯2磁9＝∫rf億傭〃虞曲湖加1だπユキヤナギ二七

Ruu助馳9溌。．

RじlcL・ξnQ．

D血：¢o「relcvご

Aspec【

s！ope｛つ

Alliludご〔m）

Qu昌d獄s配。（「㎡｝

Hcigh【D「sh田b　iaycr（π覧｝

C酬era器Cu縣hRlbIaycr工％）

11etgh監of恥由1ay肛（m｝

COvomg¢ofhcrb　Iδycr〔r』｝

Tαal　numbcrofspcclcs

層し

溺査盤丹
調査年月日く’98）

方位

領置ぐ｝

海鐵（m）L

鶴町醐穫〔㎡k

億木屠の高さ〔cm）＝

低米層笹穣畢（髪）1

葦本層の高さ（cm）；

軍門層棲旧制｛鬼｝＝

出聡種歓

2 3 4 5 6 7　　　8 9 10　　　韮…　　　肇2　　　筆3　　　捕　　　15　　16　　　P　　　　18　　　19

QD－70D－150D－1200－180D－80D－34　YV－2　YV－3　YV－13　YV一絡W－10D－25　yV－110D－37　YV－8　YV－9　YV－100D－330D－35

11　　　11　　　11　　　11　　　11

1S　　　16　　　15　　　16　　　15

S∈SNESκE30　　　80－90　　　80　　　　70　　　　60

4ε0　　　400　　　ぐ50　　　530　　　｛50

1　　　0、3　　　　1　　　　算．2　　　4

2D　　　20　　　30　　　‘0　　　40

70　　　　30　　　　60　　　　50　　　　50

4　　　4　　　12　　　11　　9

樽　　　6

22　　8

SW　　削W

40　　80

310　270
0．3　　9

40　　40
δ0　　70

7　　　10

6

8

w
80

270

6

5G

7G

13

6　　　暉

9　　　10

短ε　　NE

60　　30

10　　　3

60　　120
go　　　50

20　　20

6　　11　　　6　　　11　　5

8　　21　　　9　　　2z　　g

SWNEWS‘W40　　10－70　　20　　　ξ0　　　」5

270　　｝6D　　2フ0　　240　　270

‘．5　　　4　　　　2　　　　3　　　12

90　　　 50　　　　60　　　　60　　　 90

40　　　40　　　　30　　　　睾0　　　40

：二　二：1＝

20611S1δ

6

9

w
100

270

4，5

40
昼。

蹴
C卜r、凝　dlガ「SPP．ofa弧．

　尺みσ爵叱た’犀‘か‘脚’η4’（L挺枷

　ρ仁7，日雇ycα乃r召

　，4，．’r雄「ノβ’，ρ酊。‘r

6　　　11　　11

9　　　22　　22

SW　　SW　　SW
80　　20　　60
270　　　310　　　310

9　　　18　　　9

匪eo　　100　　季OQ

50　　20　　20

：ll　ll
13　　　1ア　　睾5

　靭繍邑’‘謬f1冨量‘rr加馨”

　撫ぜrf∫4σPf‘πご犀

　Lfr星．‘，ρ｛’副ηρ「

　尺σ∫σ〃r灯”ヴ10用

Dlq沁rcn巨aiSPCC匠C粍of10worロn童【

　ルロぐ加1σ柑鳩r碑二四μ∫’μ’ゴ。『μ用、「訂．己．群ピ棚‘￥1卍．μ朋

月η9ぐ”cσ、轍々θた＠1‘置

　∫晦塵灯r’如’α削召r細「F旧

　Df星〃＝僧‘πηα’α

　αrび酬1．疋σ

　肋蝕甲ロ几』の”μ．」．

　cごη～爾ησ5ぐα加μva【．西犀曜gドr’

　バ畑πゴ的ず〃σ1rrr’α

　ε囎rrρπ」．μ脚α’ダし7瞬，．

　肋‘・凶7fロyc召πゴユ・πr　var、僧σごr虹・’

C㎝P置nions
　漣∫rε川κfrσω’‘た5　var、嗣κ星酊の加∫

　乙藍甲ピrた＝σゐ8‘e㎎ピr’

C畝’κゐ妙’芒σr三．cロrρμ

、》庁∫cσ7〃置μ∫語灯r7L冨む

Or瞭忽κrασ傭

’1ρ．写fα侮頃P∫朋漉鳳写商

附．‘而oγαfρ・‘めノρバ尺σ

0僻「所’㈱∫卿【炉ηr．c即曜

£μ加．甲r翠1肘σ’犀【」．

晒』曜ηθρ毎．伽厚ゆロゆμ仙尻

’みψσπ9昭’r「r如

DワΨffぬたκcr‘1

濯「’r而智ピσ戸r’7置ご哩7．」．

Z8鼠OL．α∫巴・〃αf‘」

め．ρ’μκり躍κ』〔，r‘r∫

1πゴ屠r婬川’5【’μ爵炉rf，＝‘馳ρ融

α躍砿写’r川興ρ削

融ro∫rゴ∫ぐ’m質’ロvar．π星’始みθ

乙甲励麟．f彦鵬飯’r炉牌r5

辮集線徴種・低分種＝

　サツキ

　マルバウツギ

　アワモリショウマ

　ユキヤナギ

ニガナ

　ヒメヤプラン

　ノイバラ

下依蟻位区分縫＝
苧イ力力ズラ

　イ又トウキ

　イワヒバ

　ウツギ

　サワヒメスゲ

　ナワシqイチゴ
　リンドウ

　トダシバ

　オオアレチノギク

　ヘクソカズラ

その他の撹＝

　ホソバコンギク

　キハギ

隠ll　lll搬讐∵：｛；∵∵芒
十

貝；　：

且　：　：

量：：
u　　”

u　：　：

且　：　：

ショウジョウスゲ

ススキ

ヒメウツギ

キヨスミギボウシ　　璽

ナガバタラツボスミレ

タチシノプ

ナガバノモミジイチゴ

譜ウや罰ケシノブ

驚アジサイ

クマワラビ

ヨモギ

ケヤキ

歯型ツボスミレ

箒マツナギ

センニンソウ

ヌカポ　　　　　　娯
ノキシノブ　　　　　H

旦

S

娯

＋　：　＋

i沖

；

土　：

十

：　予
＋　：

㌶：；箪：i：li；惣i「

＝　筆■1　　　季　　　1，2　3　　ρ　　　　・　　　　・
さ　　　　　　　　　　　　ロ

ーマ　レ垂1’1｝“　　”
＝　r　　　＋・2　　φ・2　1　・　　　　＋　　　　・
一．＿＿．．＿＿．．｝r．＿．r．の

　…　　　　　r了τ’『芋ぜ｝7、
　，　　　　・　　　・　富　1，2　　2．2　　　．　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　，　　　　　●　　　　．　　1　　十　　　　　，　　　　　十　　；

　，　　　　r　　　　・　　1　　与　　　　　十　　　　・　　＝

　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　，　　　　　，　　　　，　　1　　，　　　　　十　　　　　十　　；

　■　　　　　　　　の　　　　　　　■　　　印　　　■　　　　　　　　十　　　　　　　　←　　　塵

　，　　　　　　　　，　　　　　　　■　　　．　　　■　　　　　　　　寺　　　　　　　寺　　　，

　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

i：必・1・

　　　　　：　＋

寺・2　　1・2　　　←　　　　＋

1・2　　3・4　　2・3　　　1【2

112　：　：　2＝2

←・2　　1マ2　　1・2　　　←・2

1：11 P2：：

←　ウ　：　．

：1ご：1

：　←　　’　　誼2i
l＋・2　＝エ　　L⊥l
11・2　　土　　とa＝
し．．＿．．＿＿．冒幽．■．．一＿■■…■■♂

翼

・　　＋・2

十　　　　　十

1　：

r　：

．12：

．　　　　　　十

＋　：

1・2　　1・2

：　212

卜建　う・2

：　112

：　中

＋　：

＋・2

314

；：1

2二2

111

箋・2

竈・1

2・2

1・1

：

凪

皿

輩12

1：1

；

1・2

313

；

312

ナ

；：1

；

：

＋・2

；

＝

皿
2・2

盈

土

州
之

…

その他の種0【hcr5p¢ot¢s；run降i口gno、2；スギCひprρ脚瘤ノご脚η’α」．←・ユ、BO．3＝ウチワダイモンジソウ5αr砂μ解〃r朋8vaL砧測り〔，ぐ姻¢σr‘r　l・1，キッ3ウハグマ讃郡勧♂σ解’c幽障÷・2，チャボシライトソウC痂f・即κr曳船

々「ρfぬ謝餌α申・2，シシガシラ∫fπ〃rf‘胆r♂r57吻。π聴テ，ピサカキ凸ぴαノ叩σ〃’c‘，Ψ，ヌカポシソウム耶μ’αp加脚∫o＋，no．4＝イワタバ⊇Cρ7脚ψm　r‘rη1σπゴ副4郎＋．コアカソβo仁・ん”1e廊∫ρ1酬召＋．コカンスゲC‘Fr猷rc’照，no．

5＝ミツデウラがシごリァ∫加照門副σr醐軒2．ヒメノガリヤスα’醐σ醒加5加1r雌。肥榔磨＋，マルパア才ダモル価躍勝5’舶θ1認α㎜＋．毛チツツジR肋ゴ敵π凶。η贋σcrρ∫甲召’鵬争，只。．色；ノピルバ’伽餌g叩で壷・2，ロ。、呂1ヤプラン

ム醒。躍，海リァ毎．撫＋，イロハモミジ瀧εrアσ肋疎枷＋，no．9＝スイカズラ加雇α帽ノ即【曜cρちイヌワラビ粛毎7’副π豚庸。燃㍉才ユユリムi伽醒1醐。訴）’r澗＋．ヤシャゼンマイ（λ「脱崩面加曜躍〒．no、101ネコヤナギ∫轟兀

側億’碗．’μ1’2，ヤマフジ1晦fど禰加σc砂飯，’りぎ1・2，マルバマンネングサ∫fぬ摺田田〃σ倉・2，カワラハンノキ濯η＝4wr渕ノμ’o’ぬ∫←・2，スゲ風の一建C‘岬κ5p、÷・2，no、　ll；ジシバリ爾腐礁δ11‘け・2．アキグミε’αご‘ヌ解鷹

．醐加〃醐．←．カモジグサ聖r‘””η舶胤ψ＋、ツルボSci【la∫’解鳳爵÷、7ジFダ面rど加ア。而嗣血や，メりケンカルカヤ濯厭叩σ即門ち．噸帽。螂＋．、no．121スミレトノ’o’α朋召7廊舳r加＋・2，no．　B＝シランβ’【・8ガ砺∫rr溜ロ1・Lno．15：

チガヤ’〃F1，8欄σO輸爾α7鴨r．んθ聞廓fl†．ツルウメモドキα躰雌∫orゐ燃傭ンy＋，＝fヨウアケビ温醐α躍η即妙〃αちアオカモジグサ躍r㎎｝胴rr‘κ削幹γ嗣ヤ，　no．161ヤプカンゾウ緬耀mco廊ル1し．武b・ロ7卿1・2．ドク

ダミ伽r’r称麿帥肋「σ．←，ナツフジ、、血〃r’融ノ確。庸‘け．no．18；ネズミノオ5戸or凶σ煽舜所侮軒2．ネムノキ詩’6繍ノ浦b鷹動ヘノガリヤス（淑如細κr価脈α朋r’π窟。昭var酒凧瞬「’c加←．スズメノヒエP4、押’廿隙1

伽7r加榔P．、nQ、勘カタヒバ∫r1ロκ脚砺師楯蜜郎1・3，アワコガネギクC帥脚πr’rf用胴帥rr詮＋，イワイタ子シダ。ワ叩rr酌∫僻伽gσ＋．ウラジロガシρ解喫照∫副ごか照？、ナワシログミε娠㎎F犀隔ρ圃κr鳳「



168

Table　8．．ガクウッギーズイナ群集 Table　9．流水域：ll〔源

∫かゴrαη9θo一∫‘θ庶11τノαpo庸αθ

Running　r｝o．

Relev6　nD．

Da竃eorre【e、6

Aspec【

Siope｛o）

Aititu6じ（【n）

　　　　　　　うQ口ad「a【size（【1f）

Hei9舞t〔｝「shrロb　laycr（m）

Covcra彗e　oゼshrub　layerぐ縦P）

1．1じigh覧ofh¢rb　iayer｛m｝

Covcrage⑪r轟erb　iayer（％ゆ

1、o【乙1且　蓄｝目nlbcr　ofs戸eci¢s

辱し　写

調査爵号
調蚕疑隼月圧ヨぐ98）

方位
傾斜（。〉

海抜㈲：
調査面積（㎡）＝

低木懸の高さ（cm）：

低木層理被撃（覧）：

革本屡の葛さ（cm）＝

華本鰯棲被率（覧）：

出現種数：

Chr．　＆　difr　SPP，　ofass．

　1～eαノ‘47‘♪〃～ω

　Dα”ゴαぶ‘・‘め’冒

　∫｛贈η〃9照Nα〃F‘！己’1ぶ

　βθ納川8’”‘」V♪1‘η’‘’

　解d9β’‘r．〃。’油z〃1‘々’

　De～♂1ゴ【翌切‘：～ぬηπン、、ゴぐゴ‘～ηごJ

Compani〔》口s

　ρρ！諭〃ど’1”ぶ～”κ！f’1確π♪！’郡

　Oe’切甜ご甜（海‘」ノf”害18’α

群集標徴種・区分種：

　ズイナ

　マルバウツギ

　ガクウツギ

　コアカソ

　ヤブウツギ

　ウラジロウツギ

その他の種
　ケチヂミザサ

　イヌシダ

　1

YV－7

　6

　8

NW
100

320

　12

170

80

　2

0D－3
　11

　15

　E
70

560

30

400

60

60

　10

26

1柵3＝P酔μ9癖紺「η摺ノαρ0π5C配ツルヨシ群集

　4：鰯5cσ〃”蝦配”バρcc’rαr｛ρoノ’オギ群集

RUB匹mg口。．

Rele、’6　no、

D齪eofrelov6

Aspc¢I

Sbpe（o）

AI【ilude（ng

QuadraI　size（　　3m）

Height　of、「egじIatioΩ〔cΩつ

Cov¢rage　ofvegCLa監io［1〔％｝

Tota；number　ofspccics

9し　写
調嚢番号
調壷年月臼C98）

方位
傾斜（。〉

游抜（m）：

誘責面積（㎡）：

梅生高（cm）；

全植被串（触

出隅田数：

　1

00－23
11

21

42

20

100

70

フ

　2

YV－6

　6

　8

NE

　5

270

　9
180

100

12

　3　　　4
0D－36　0D－21

耗

11

22

N
I5

305

18

120

50

13

11

21

42

40

250

80

．怨

23

3・3

2・3

1・2

3・3

1・1

十

十

3・2

2・2

2・2

2・2

＋・2

劣

滋

その他の種。【her　spcciじs；mRnia呂no，1＝ツタPρ励e’70（・腐欄’ダ’α，5μ如1θ

1・2．アワコガネギクα噂wご〃～’加〃脚～肋ダ召α1el・2、クマノミズキ⑰r’齢

わ昭ぐノ狸θぬ1・Lナガバモミジイチゴ飾加yρσ伽翻’∫1・1，オクマワラビ

ρζ；・qρ’e’・’∫碗ゆ’了撚1・1，マルバマンネングサ∫8欲姻ηκ’肋ro汁・2．イワイ

タチシダ0’γ曜ノ1α露ぎ‘凋加gα・←・2，ヤマブキκω癩ノ岬。η’α戸・2，ホタルブ

ク自αm11｝醐廊ρ1‘F重改舶÷・2，ヒトツバ称アrρ5凶’fηgzκ」＋，クマイ予ゴR～rわ沿

。瑠‘～ρ9の1’螂＋，シ貸ヨメナ／15酵召禽脚’‘♪’ぬ脚ar．1襯㍑£18濯σ’1〃撚＋，ケ

ヤキZe1た‘堀’∫8脚’‘」÷，ヘクソカズラP‘蝦妙’σ5α〃泌’ドvar．η～‘ゆT’＋，フコー

ザンショウZα励鱒ゾf〃ησ’7’融〃ηvar，∫～め〃・ヴ澁01α加η＋，ノキシノブ

乙甲細鷹り砺〃め8㎎ゴα〃碍＋．no．2：キブシ酌ロ晦w硲ρrα8c似2・1，ヤマフジ

階∫妙飴ゐノ祖加う碑郷2・1，トラノオシダ応ア～e’溜〃1”1‘ゴ∫産捌1・しカンスゲ

α〃撚〃10’ア‘ハ帝1’1．ウラジロガシ（～’解α’∫3α1副’τα1・1，ウラジロガシ（草本

層）ρ”8’・c硲5誼。’〃θ＋・2．オオモミジ／1ω・P1σ脚’醐var，σ’ηρβ〃ε〃πレ1，ヨ

グソミネバリβf’f伽宮用∬α［・i．クロモジ肋κ々雌z’〃め8〃α’【！＋・2，クマワラビ

0’二yoρ’e鷹1‘鷹γθ＋・2．イタドリPθ‘Wρ〃z摺α乙V2’ぬ’μ〃1＋・2，コカンスゲ

（油rex　rcl雁令2，ナガ’ミタチツボスミレrlf痴｛｝yafD・ρb’ご），，欝÷，イワトラノオ

廊ア’‘・簡〃ηr‘〃”ωド＋．ミツバアケビ．fや撮冒rグb1’‘汀α＋，ヤブムラサキ

C‘」〃’ω’γ，‘，〃1θ鷹㌢＋、トコロD’θ∫α，r槻ωたθr（’＋，イノデモドキPo1γ∫1’c’～μ，η

’ご馨醐ヒ8η醐÷．アタシバi・をκ・c励，〃りqρop1’α槻ちクモキリソウゐψα廓

貞～〃P～‘♪々，一’＋、

Chr、　SPP．　orこ匙ss．

　ノ♪1fr㎎’川’f8∫ノ‘ψθπ’α’

Charac監er＆di廃ヒren且i瀧specics　orassociaUo【】

　’》’汐。α’1伽∬σco’～碗〃‘，r醐

　P／lr㎎’η”e∫β照’rσ1凪ぢ

Compamons
　！1ノ”c〃お’αρr加f曜2∫

　R郡αηη〃抑rσ

　ηり”1掴ノ叩ρη’cσ

　∫ごげノ1‘〃・’α〃躍‘翫」

　β〆｛9εrρ’謬∫置〃77α1r印し転写

　｝を川π9’αノ曜κ川∫ぐ7α

　．4舵わ’αgz8’川‘～’【’

　Cπη‘4ノθ‘”～〃η9’ηc’1r

　5σμ融e’f〃η百”贈r∫σ

　ム｝℃｛，’‘齢’Yπ1’σ’‘’

群集標徴種＝

　ツルヨシ

群集乱川種・区分種：

　オギ

　ヨシ

その他の種：

　ヨモギ

　ノイバラ

　ヤブジラミ

　コハコベ

　オオアレチノギク

　蓼鳳タビラコ

　アケビ

　トウバナ

　スギナ

　ヒガンバナ

4・4　　 5・5　　3・3　…　　・

十

＋・2

・　　55
・　　　1・1

1・2　　1・1

1・2

十　　　　　　十

十

壷・2

十

＋・2

＋・2

＋・2

＋・2

乎・2

…・1

＋・2

＋・2

十

その他の種0【h。r　sp¢cies；ru【lning　no．　LオオイヌタデPρ櫨で川r’ηけ1ぐ泌’5置〃η骨・・2，ミゾソバ’♪o瓜‘川z8〃1

〃π‘π加卿’＋・2，ノミノフスマ5’‘・〃ω・’α‘ぬ〃～〔♂、・ar．　z〃κノε’1‘劇・←，ヤナギタデP碗gρ川捌ノ贋かρρ㌍〔・r・｝．還D，2：

ウシハコベ∫rゼ11σr’α‘～g‘烈’【・‘戸．，クサノオウ。’1d’ζ々’川州’η‘グ碍v訂．‘厭’傭”η．ヘオオバコ’｝’ω溜gθ

α∫’罐。α＋，才ニルリソウぐこ朔ρglo∫ぶz〃2風ド耀〃加z〃η＋，ノゲシ5bp～c’1鷹θ勧η（・8器＋，シロザC乃［～η曜1θ読τ〃η

α勧酬＋，恥．3；イ糠ハモミジ浸鐸r1κ’〃ησfz’ητ＋，ネ箒ヤナギ∫‘点rκ昭。涛∫り・1‘’・卜，マユミEμωり・ηπ～∫

脚δρ14’α〃剛÷．スイバRτ’η撚αぐピ’θ側＋，ヤエムグラσ‘而例∫∫π融”η藍5”・’go∫i’〃r＋．　no．4：ヤブヘビイチ

ゴ∠）r’c’r8∫π8θ”7【’1fαvar．〃r4／o，・1・2，セイタカアワダチソウ∫ρ1撤～g‘，ζ’1’廓’”rα1・i，イタドリPρ乙ygoη1〃η

α’Ψ1面’2’〃r＋，コナスビリ響∫〃r‘κノ～’‘’japoniじa乳配漁螂∫’撫＋．ツボスミレrlρ1の・〔惚。’θpぬ→．，ミツバアケビ

漱〔弼α〃ψ’～ακ’＋，ヘクソカズラ1｝σe晦r’α5cαη漉♪犀∫var．’η副留＋，タ皐ツケバナα罎ん〃｝ぬヴ～‘wεω測気

ヤハズエンドウ夢”dα鰐g嬉の”‘戸，ヤブカンゾウ班〃即ηcα燃．〃’ハ・‘’縫L照p脚＋，謎ツバムグラσ‘」1’τ’〃，

r昭c1りΨσ”置z〃川尋「．

「rable　10．浜崖：㌧〔：本群洛

廊妙σ9ε’昌α’o∫（傭var．α’謬κ郎’ゴθ’燃一当’”わeノασηゴ。σco願munityホソバコンギクーアワモリショウマ群落

Running　Bo，

Rei6v己no．

DateQfrelev6

Aspecξ

S歪0ρe（o）

Akitude（m）
Quadrat　size（＝㎡）

｝r崔eig…1監　of vege己正11まon　（c田＞

Coヤeruge（》fvcgeta監i｛》M％｝

To【a1轟纏mber　ofspocie5

通し番号

調査番号
調査年月日ぐ98）

方位
頷斜（。）

海抜（m）二

調査面積（㎡）＝

穣甲高（cm＞＝

金槙被皐㈹1
出現種数：

　1

0D－5
　1t

　】5

SE

500

0．6

40

鳶0

　15

　2

0D－6
　11

　15

S薮

500

0，45

30

4Q

　12

　3　　　　4

0D－11　0D－1D
11

15

E

15

450
2

30

60

10

11

15

450
1

20

50

10

　5

YV－5

　6

　8

　ε

　10

270

1，6

50

8Q

　12

　6　　　7　　　8
YV一14　YV－17　YV一15
6

9

N
70

2，5

50

80
11

6

10

NE
20

12

80

70

14

6

Io

NE
フ0

6

80

7G

10

Dif仁spp．　ofconlm・

　廊’♂rρ9θη’o’（惣∫var．α’29μ∫’〃b1ゴ置躍

　！｛ぶ”δ8ノθρo’1’σρ

　激σ’．Ψ4げ’πσ’α

　057ηε‘π面1σπc・ぜα

Dif£SPP，　ofl。w¢runi藍s

　Cαダ群α’ハ兜0π酌

　3b、・er∫ゴα飯〃1σα，！σ’θ

　Cびrα了”μ〃1ノ～0’o辞eo’ごノ乱rv乙聖r．ω19μ∫’ヴ～）〃1〃η

　ア。嗣ξζ融ノζ」ρo廓。θ

coノ町〃7’rθ

1～’τ0ρbぬη凶ηη加ゴゴα”η

・～ガcro∫’89’㈱ノ9ρ‘ン’躍’α’加

薩e’「融5ω’oη糎照

　cαr巳じδ匂，加r’fαψα

　∫σ倣9雌。”酎ぴノ‘3

　浸’ημぶ∫erπ‘’σrρ’ぬじ

CoInpanio臓s
　∫》醗‘．・αη〃濯33’，κ聖’貯ゴ3

　（二ηア’o’η群’α∫o’，o〃’ぐα

　冊α〃μπ‘μ1ε個9岬砂αer’βη5溶var．9’oゐεr　7

　肋9加αノ召ρσ厘‘質

　漉dl〃η∫【め”1β

　オgroρyroη肋”κゾ’

　勘’rω納853’ηα置訂5

　”r’qρe励πor

　σe’2”（～ηα5cσろ摺var．δ1‘β㎎er’

群落区分種：

　ホソバコンギク

　アワモリショウマ

　ニガナ

　ヤシャゼンマイ

下位単位区分種：

　ナルコスゲ

　アケボノソウ

　ミミナグサ

　オニタピラコ

サワヒメスゲ

サツキ

ササガヤ
イワニガナ

3・3

十

1・1

1・1

2・2

2・2　　1・1

＋・2　　　・

2・2　　＋・2

・　　　　　　十

　ショウジョウスゲ

　ネコヤナギ

　カワラハンノキ

その他の種：

　ススキ

　スギ

　キツネノボタンの一種

　ツメクサ

　ヒメレンゲ

　カモジグサ

　ネジバナ

　ヒメヤブラン

　リンドウ

i＋・2　　＋・2　i
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；　1・2　　　＋　1　・
ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヒ　　　　　　　　　　　　　　ョ　　　　　　　ぴ

；　＋　　　＋・2　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

レ　　十　　　　　　十　　　馳
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌

1・2　　　2解2　　　＋b2

4・4　　　4。4　　　3◎4

十　　　　　　十　　　　　　十

・　　　・　　　＋・2

　　　　3・3iレ24・3

・＋・2i・
含　　’　i　◆
　　　　・　i　・

1・2

4・4

十

3・3　　3・3

÷・2　　　＋

1・1　　1・望

＋・2　　＋・2
o

÷

十

÷・2

脅

十

十

÷・2

＋・2

十

◆

2・2　　4・4

・　　　1・2

・　　　＋・2

3・3

レ2
十

十

十

1・1

1・1

， ト2
＋・2

1・2　　＋・2

十　　　　　　十

◆

十

＋・2

含

その他の穰Other　species；runBing　no．1＝コチャルメルソウ謝’8〃ロρ碍。卯ord・2．シラネセンキュウ加g8”σαρoり・’ηoψ加＋・2，タネツケバナ

Cα痂庸犀が舘【」侭。ちトウバナC伽qρo読ε〃ηg曜ご惚1・i，ミゾシダ∫’偲πogrσηr’ηβρozoゴsubsp．’π011廓’η！α＋・2，　no，2＝ミツバC’＞p’o’岬η’σ

ノθρoη’cα÷，no．3；コナスビム｝L吻σごノ諏ノρρo〃’cμ£躍わ∫薦’1A7＋，　no，4：ツボスミレμ101βレβr8c摺ぬ＋，購Q．5；コモチマンネングサ3磁〃η

加必珍’7〃π＋，ナガバタチツボスミレγめ1αOt・o∫o－oわ10刀gα＋，ヨモギ濯r’8ηr層召ρr”に岬ちno，61オオイチゴツナギPoσπ伽。／r’cα＋・2，　no，7＝

イロハモミジπc8rρ召1’ηα勲ηちno．8：キハギ五岬8飽3αδ肥㎎酬＋・2，
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Table　l　l，湧水辺植物群落

1－5二3840∫μ酬〃5一αIr’oθ伽I　cμrりfco’傭ヒメレンゲーナルコスゲ群集

6－7：淫co，ε魏〃18rα〃伽8’セキショウ群集

Running　no．

Re王ev（i　no．

Date　ofrelev6

Aspect

S星ope（o）

A正titude　（m）

Quadrat　sizc（㎡）

訊eight　ofvegetation（cm）

Coverage　ofvegetation（％）

τotal　number。fspecies

通し番号

調査番号
調質i年月E…（’98）

　方位
　傾麟（。）

　海抜（隣）：

　調査面積（1㎡）：

　植生高（cm）：

・　全植被率（％）：

　出現種数

　1　　　2

0D－2　0D－16

　11　　　馴

　15　　　16

NE　　　S

20　　　－

540　　400
0，25　　　0．筆2

10　　　望G

60　　　60

　1　　　遷

　3

0D－4
　判

　15

500

0．25

20

80

3

　4
0D－29
11

22

NW
50

565

4

20

40

5

　5

0D－9

　11

　15

450

0．6

30

60

12

　6
00－38
11

22

NE
25

240

2

50

60

5

　7

YV－4

　6

　8

270

0．18

30

90

3

Chr．　and　dif£spP．　ofass．

　Cねr齪α〃v’co〃’5

　”～1ε”αρσ〃。ψo’η

　3θゴ躍η5μわ〃θ

群集標下種・区分種
　ナルコスゲ

　コチャルメルソウ

　ヒメレンゲ

4・4　　　4・4　　　5・5　　　3・3　　　353

　　　　　　　審・2　　　2・2　　　2・2

　　　　　　　　・　　　・　　　1・望

蓼

鱒

9

●

　漂CO”醐grロ’η加e財∫

Character　species　ofupPer　units

　濠㎎θ”cαρoケ〃roψノ～α

　7》”90刀0”5わrεV㌍ag

Companions

　・4∫”わθノρρo躍ω

　セキショウ

上級単位の種：

　シラネセンキュウ
　ミズタビラ＝］

その他の種：

　アワモリシ§ウマ

● 魯

。

脚 4・4　　5・4　i

1・2　　　＋

・　　　1・1

＋・2　　＋・2

頓

2・2 十

その他の種Other　species；running　no。4：オrαc加’o飽53’α’z講3’71リョウメンシダ÷，5＝ミツバCηp’o’oθη～σノμρoη’cα1・

2・スギC’γρ10〃2εr’αノρρoη∫cθ＋・2，ヒロハイヌワラビ〃ツr’〃’ηwαrゴ〃＋，タネツケバナ（販rぬ厩肥ガαz，03α＋，コア

カソBoθ乃’p38r’α5ρ’cα’θ＋，トウバナC1”zρρo読1〃ηg澱。’18＋，イワニガナな2鷹∫’o’oη碑昭＋，　no．6：ホソバ簾ンギク

淑θr4gθro’o漉5　var．α’1g猷吻b”！ぜ∫＋・2，ヒメウズ幻μノ1εgぬ。ぬxo’慮＋，サワヒメスゲCα鷹’η’rα＋，　no．7：ツル嚢

シP加ρ9〃癖郎ノψo加。α＋．

Table　l　2．岩隙植物群落

　1：＆躍砂ρg8f朋35θηぬ’cρセンダイソウ群集

　2：Po加”o加1日目rαgρ8ぬ∫o澗’η一Coηα’κか。η’u’ア70η認。’伽communityツルデンダーイワタバコ群落

　3：加xogrαη1η昭∫oz’川’1　COmmunityサジラン群落

4－5：（湖p∫加。加5’α∫κりπαπ〃ε伽濯7α〃10π廓。’傭ミツヂウラボシーイワタバコ群簗

Running　no．

Relev（…no．

Date　ofrelev6

Aspect

Slope（o）

Altitude（m）

Quadrat　sizc（㎡）

Height　ofvegetation（cm）

Coverage　ofvegetation（％）

τo拾旦number　ofspecies

通し番号

調査番号
調査年月日（’98）

方位
傾斜（。〉

海抜（搬）：

調査面積（　2m）：

植生高（cm）：

全植被率（％）：

出現種数：

　1
◎D－30

11

22

NW
80

565

2

20

30

10

　2　　　　3

0D－3雀　OD－1

　11　　　11

　22　　　葉5

　N　　　N∈
40－100　　　80

　565　　560
　2　　　　2

　5　　　25
　30　　　50

　6　　　　8

　4
0D－28
11

22

W
90

4韮5

2

15

70

6

　5
0D－19

　11

　16

　SW
　90
530

0．72

　15

　30

　10
Chr．　and　dif£spp．　ofass．

　＆π砂ρ9α∫θηぬ∫oo

　＆π亜49αco吻5α⑳1ぬ

Di飢SPP．　ofcomm．

　Po加！ノ。加〃zc朋5ρ8の50r己〃η

　加κ0970’η’η8∫α言吻’～

　廊ρ1εη’～〃η’r’clrαηαηε3

　浸躍1θ励捌3αア81∫∫

　オ解1θηノμ’ηvor’αη∫

　qソπo’η’～㈱’ηαo避ρρノiγ〃z捌

Chr．　and　di蕉spP．　ofass．

　cワρ∫加μ∫加5’館’5

　∫加州θη9ρ妙11μ耀60r加1μ’η

　Dθππ∫1ご7θ疏∫αん摺〃θ

Character　species　of　order

　αη～伽ζか0ηrαητ0η諒0ノ雄∫

　Dε確’ogmc濡
　ノ4【ゴfと7η’πη7η70ηoc1～1【7η那

群集標徴種・区分種：

　センダイソウ

　ジンジソウ

群落区分種：

　ツルデンダ

　サジラン

　チャセンシダ

　コバノヒノキシダ

　イワトラノオ．

　ヒロハヤブソテツ

群集標四種・区分種：

　ミツデウラボシ

　コウヤコケシノブ

　イヌシダ

イワタバコオーダーの種：

　イワタバコ

　ヒメウツギ

　ハコネシダ

2。2

＋・2

嗣

脚

陰

。

・

●

十

こ廻　・

　3・2

1：1

□

脚

鯛

噂

o

1・2　　2・2

3・3　　1・3

1・1　　　・

1・1

！・1

1・1

1q
＋・2

2霞3　　　2・2　　　2・2

その他の種Other　species；runnlng　no．　l　lヒメレンゲ龍ぬ〃～3～‘δ〃ε÷・2，イトスゲC々r飢漁rηαノ4’o’1計・2，

キヨスミギボウシ恥∫緬廼。∫～捌∫ε’醜÷，クジャクシダπ4励’z捌ρα勧μ’η＋，ジュウモンジシダ

Po加”c加ノη’rψ1εroη÷，　no・2：ツルマサキEz’oηy溺μ∫ノb〃μηε’vaL　rα講。研∫＋，クマワラビDノフρρ’8凹

々πθ雌＋，no．3：ヤマアジサイ1かめ醐g8α’ηocro砂y〃αvaL　oα‘〃1’πα’αちno，4：マメヅタ加〃～’即ρ1ワ〃z〃η

加crρρノッ〃～〃η＋・2，ガクウツギ1か伽ηgθo∫ωη漉η3＋，　no5：キッコウハグマオ～’13”αεoρρ’α’伽α÷・2，マ

ルバウツギD8舵ぬ∫cα加α÷，シシガシラ∫’η肋’gρ’8廊ηψω1’co＋，簾チャルメルソウ腰∫ε〃αρoz’cヴ10ro

÷，サツキR1’o吻ぬηの。η’η4’c登用＋，ゼンマイ05〃11’ηぬノ卯。η∫oθ＋，オニタビラ鞭｝加ηg～αゾ岬。η1co÷．
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Table　I　3。榮垂棚植物群落

3ε1囎切ε〃α∫αη7ζ～π5c’ηα一5珍ぬ〃～〃7θ丸’η0’community

イワヒバーマルバマンネングサ群落

Relev6職0．

1）ate　ofrelev6

Aspect

Slope（o）

Altitude（m）

Quadrat　size（㎡）

He1ght　ofvegetation（cm）

Coverage　of　vegetation（％）

Totarnumber　ofspecles

調査番号
調査：年月日C98）

方位
傾斜（。）

海抜（鵬）＝

調査爾積（m2）

植生高（Cπ馨）：

全植被率（％）＝

出現種数：

OD－27

　誓

　22

　SW
　70
410

　　2

　　5

　霊G

　　4

Di焼rential　species　ofcommuni込群落区分種
　5ε109加ε〃α伽～α’ゴ∫o’ηα

　5召漉〃η溺。た～ηo’

　1）ovθ11ノα〃7α’・’θ5ガ

Companions

D’γ曜8r’∬砿伽9α

　イワヒバ

　マルバマンネングサ

　シノブ

その他の種
　イワイタチシダ

1・1

雀・1

1・2

＋・2

Tab藍e　l4．

クズ群落

／）αθゴθrどα80α13ゴe1τS　CommUni芝y Table　15．一．・年生韓｝｝1生草原

1）0かgo刀～捌η0∂b3〃用communityオオイヌタデ群落

Date　of　relev6　　　　　　　　調査年月日（’98）　　　　11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

Aspect

Slope（o）

Altltude（m）

Quadrat　size（㎡）

Height　ofvegetation（cm）

Coverage　ofvegetatlon（％）

Total　number　of　species

方位
傾翁（。）

海抜（m）：

調査面積（㎡）

植生高（cm＞：

全量被率（％）：

出現種数：

42

沁0
60

80

22

Date　ofrelev6

Quadrat　size（㎡）

Height　ofvegetat重on（cm）

Coverage　ofvegeta額on（％）

Total　number　of　species

正）iffbrentia至SpeCieS　OfCOmmUni魏ゾ

　P〃θmrぬ～oδα’α

　随〃η〃〃∬cσ，z礁η3

　C砂剛’αノρρo庖。・

Companions

　オ惚’η∫3’o〃加。ゆ

　Eg〃∫5θ’㍑’ηα’ve鷹

　3b1∫ぬgoα〃’∬’〃～o

　POか90脚ηα’3ρ融’〃’η

浸grρ砂roη㎞’吻～

　7br’傭ノ4ρ傭co

　R〃〃縦。わ傭グ∂～’〃∫

　σα〃〃脚ρμ伽η£謝go、∫z〃η

　3’θ〃αr1α’η8ゴノα

　防。’αoη9鐸3ψ〃。

　β0ε伽θ’ゴ0吻0η0脚θ‘～

　Ro30徽〃グ10ア。

　ノ～μ切ααcε’050

　Cセrα叫声910’ηθア。’〃η

　砂cor13’‘αゴ’磁

　ル勧’θzκo’o，∫か躍版砂’8r∫3

旋’ηεroω〃’3．〃v・式肋απヲ・

加ge”ooρo伽。ψ加
　α～P5θ〃αδ㍑’1go淵∫’o’8∫∫

言局査奪三月日（’98）　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

言替査置積（㎡）＝　　　　　　　　　270

植生高（cm）：　　　　　　80

極帯被率（粍）：　　　　　40

出現整数　　　　　　　22

群落区分種
　クズ

　カナムグラ

　ヤブガラシ

その他の種
　ヨモギ

　スギナ

　セイタカアワダチソウ

　イタドリ

　カモジグサ

　ヤブジラミ

　エゾノギシギシ

　ヤエムグラ

　コハ＝コベ

　ヤハズエンドウ

　カラムシ

　ノイバラ

　スイバ

　オランダミミナグサ

　ヒガンバナ

　クサソテツ

　ヤブカンゾウ

　シラネセンキュウ

　ナズナ

4・4

＋・2

　÷

2・3

2・3

2・2

1・1

1・望

1・書

＋・2

＋・2

＋・2

＋・2

＋・2

＋・2

　十

　÷

　十

　十

　十

　十

Di晩rentlal　SpeCieS　OfC。孤mUni汐

　PO砂90ημ班η04b5脚

　POりPO90ηル9砿
　ノ45’θr∫μδZイ’0∫μ5　var．3〃6〃10r∫㍑5

　β漉η5加ηゴb∫α

　Poウgoημ〃π勧ηわθ避9〃

　α～π劾湧加θガαμ030
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　Po叩剛εη3／3

　Rμ溺群60η910・η徽飯∫

　癬θ厩3’α加ηcξρ5

　加。’μoα3θ癬010

　痴ε刀or∫05岬y〃の1’0

　5々9’ηαノρρoη∫cα

　∫か伽coり・1伽αr’伽α

E・∫9・・・…’溺・細卵

　B∫伽3ρ∫1050　賦
　　レセrOη～Cααrvθη5～5

　1）∫18α〃～oηgo1ゴ。α

α！θη（～ρ0伽〃！α〃か03’0漉3

乃r’1∫∬ωδ”o

C1加9ρo諺z〃ηgrαo’1ρ

1〕oασηη澱

オgr（習roη㎞’ηqノ∫

群落区分種：

　オオイヌタデ

　ヒエガエリ

　ヒロハホウキギク

　アメリカセンダングサ

　ミゾソバ

　タネツケバナ

その他の種：

　ナガパグサ

　アレチギシギシ

　ヨモギ

　トゲチシャ

　ノミノツヅリ

　ツメクサ

　ノチドメ

　オオアレチノギク

　コセンダングサ

　タチイヌノフグリ

　アオミズ

　ケアリタソウ

　オヤブジラミ

　トウバナ

　スズメノカタビラ

　カモジグサ

3・3

1・2

　十

　十

　十

2・2

1・｛

准・雀

レ1

＋・2

＋・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十
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Table l6. Landscape units (Sigmeten) along Yoshino Riven
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